


 

 

 

柏都市計画都市再開発の方針の変更 

 

 

柏都市計画都市再開発の方針を次のとおり変更する 
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１ 都市再開発の目標 

 

（１） 千葉県の再開発の基本目標 

 人口減少・少子高齢化の進展への対応、防災性の向上、カーボンニュートラルの実現、良好な景観

の保全・形成等の都市を取り巻く社会経済情勢の変化やそれに伴う課題に対応した都市計画の取り組

みが求められている。 

  そのため、人口減少・少子高齢化に適応したコンパクトでウォーカブルな都市づくり、激甚化・頻

発化する風水害・土砂災害や大規模地震等に対する防災性をより向上させた安全な都市づくり、スム

ーズな「人・モノ」の流れを生み出す魅力あるまちづくりなどに向け、計画的な再開発が必要な市街

地における都市機能の更新が急務となっている。 

 このことから、既成市街地のうち、土地の高度利用を図るべき地区、市街地の環境改善を図るべき

地区などにおいて、市街地再開発事業や土地区画整理事業などの市街地開発事業による都市の再構築、

地区計画などの規制誘導手法による修復型のまちづくりなどの再開発を進め、土地の合理的かつ健全

な高度利用と都市機能の更新を積極的に推進する。 

 

（２） 柏都市計画区域における都市再開発の目標 

 本区域は、千葉県北西部に位置し、商業・業務の中心都市として、また、東京圏の近郊住宅として

大きな発展を遂げてきた。また、第５次首都圏基本計画で首都圏の広域的な連携拠点として、その育

成・整備を進めるとともに、拠点相互間や他の地域等との連携・交流の強化が求められている。さら

に、平成１５年には柏駅周辺地区の約２０ｈａについて、都市再生緊急整備地域の指定を受け、民間

活力を導入した市街地の整備や都市の再構築によって、千葉県北西部の広域的な中枢機能の要衝とし

てその拠点性を高めるとともに、生活都市圏の中心的な地区としての再生を図ることとした。 

 このような状況を踏まえ、計画的な再開発が必要な市街地においては、景観や環境などに配慮し、

地区計画制度などの総合的な検討を行いながら市街地開発事業や民間活力の誘導により、土地の合理

的かつ健全な利用及び都市機能の増進を図り都市環境の改善に努めることとし、柏都市計画都市再開

発の方針を定める。 

 

２ 計画的な再開発が必要な市街地 

 

（１） 計画的な再開発が必要な市街地 

 本区域の既成市街地において、次に掲げる①から③により、柏駅周辺地区など全３地区を計画的な

再開発が必要な市街地（以下「1 号市街地」という。）として、都市再開発の方針図のとおり位置付け

る。併せて、1 号市街地に係る再開発の目標並びに土地の合理的かつ健全な高度利用及び都市機能の更

新に関する方針を表１のとおり定める。 

 

 ① 土地の合理的な高度利用を図るべき一体の市街地 

 イ） 都市機能の強化・充実を図るべき地区 

   柏駅周辺地区は、本区域の都市拠点にふさわしい広域的な商業・業務・文化機能の集積と都心

居住を促進し、魅力的都市空間の形成を図るため、市街地再開発事業等を促進し、土地の高度利

用に努めるとともに、都市機能の強化に努める。さらに、本区域北部に位置する都市拠点である

柏の葉キャンパス駅周辺地区との連携、役割分担を図り、特色と魅力あるまちづくりを推進する。 

 ロ） 拠点機能の強化・充実を図るべき地区 

   本区域の主要な生活拠点である南柏地区は商業・業務機能の充実強化を図るため、地区の中心

商業地にふさわしい土地の高度利用に努める。また、北柏地区の駅周辺は商業・業務機能の充実強

化を図るため、駅前広場等の道路整備と一体となった市街地整備を行い、地区の中心商業地にふさ

わしい土地の高度利用に努める。 

 

 ② 都市環境の向上を図るべき一体の市街地 

 イ） 用途転換及び用途純化を図るべき地区 

― １ ― 



 

   北柏地区は、用途混在が著しい一部地区について工業系土地利用から住居系土地利用への転換

を促進するとともに、都市基盤整備に努め、良好な住宅市街地の形成を図る。 

 ロ） 居住環境の改善を図るべき地区 

   柏駅周辺地区の一部では、都市計画道路や区画道路など都市基盤施設の整備や建築物の共同

化・不燃化を推進し、良好な都市型住宅市街地の形成，住宅環境の改善を図る。 

   南柏地区の一部では、不足する都市基盤施設及びオープンスペースの充足を図るため、道路等

の都市施設の整備を推進し、良好な住宅地の形成を図る。 

   北柏地区の一部では、不足する都市基盤施設の充足及びオープンスペースの確保等を図るため、

総合的な環境整備を行い、良好な市街地の形成を図る。 

 

 ③ 土地利用の転換や市街地の整備・改善を図る必要がある一体の市街地 

  柏駅周辺地区の末広あけぼの線周辺は、都市計画道路３・３・２８号末広あけぼの線沿道とその

後背地の魅力的都市空間の形成を図るため、道路の拡幅整備と一体となった市街地整備を図る。  

   

（２） 再開発を誘導すべき地区 

 １号市街地のうち、特に再開発が望ましい等のため、今後、再開発の機運の醸成を図るなどにより、

再開発を誘導すべき地区（以下「誘導地区」という。）として、柏駅西口あけぼの地区など全３地区を

表１及び都市再開発の方針附図のとおり位置付ける。 

 

３ 特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区 

 

 1 号市街地のうち、柏駅東口駅前地区など全３地区を特に一体的かつ総合的に市街地の再開発をすべ

き地区（以下「２項再開発促進地区」という。）として都市再開発の方針附図のとおり位置付け、その

整備又は開発の計画概要を表２のとおり定める。 

 

 柏駅東口駅前地区は、本区域の中心拠点として高次都市機能の育成及び強化を図り、まち全体にう

るおいと回遊性の回復が求められている。今後、道路整備と商店街整備を一体的に行い、広域商業拠

点都市として、商業・業務・文化機能の集積と都心居住の促進を図り、都市防災性の向上を図るとと

もに、土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を促進する。特に、駅前においては整備か

ら半世紀が経過した交通広場の機能改善に加え、周辺の高経年化した建築物等の更新を含めた面的な

再整備に取り組み、魅力・回遊性・ゆとりなど多様な機能の実装を図るものとする。 

 また、末広あけぼの線周辺地区は、本区域北部地域への連絡軸を担う幹線道路整備とあわせ、交通

結節点としての機能強化と商業・業務機能の集積を図り、都市防災性の向上を図るとともに、土地の

合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を促進する。 

 さらに、北柏駅北口土地区画整理事業地区は、本区域東地域の生活拠点にふさわしい都市基盤施設

の整備を進め、工業系土地利用の転換を積極的に図り、商業・業務機能の集積と住宅の調和した市街

地として、都市機能の更新を促進し土地の高度利用に努める。 

― ２ ― 



 

  表１ １号市街地の整備方針調書 

番 

号 

地区 

名称 

(ha) 

再開発の目標 

 

土地の合理的かつ健全な高度利用及び都市機能の更新に関する方針 再開発を

誘導すべ

き地区 

（誘導地

区） 

特に一体的か

つ総合的に開

発を促進すべ

き地区（再開

発促進地区） 

適切な用途及び密度の確保、

その他の適切な土地利用の実

現に関する事項 

主要な都市施設の

整備に関する事項 

都市の環境、景観

等の維持及び改善

に関する事項 

１ 柏 駅 周 辺

地区 

約 170ha 

本区域及び東葛地域

の中心市街地とし

て、都市基盤施設の

整備を進め、魅力的

な都市空間の形成・

都市拠点としての広

域的商業・業務・文

化機能の集積強化、

都心居住の促進、良

好な居住環境の形成 

・骨格道路体系を整備し広域的商業・業務・

文化機能の集積と土地の高度利用を促進す

る 

・都市型住宅市街地の形成、住宅環境の整備

を促進する 

・都市計画道路の整備 

7･5･3 号元町通り線 

7･6･4 号中通り線 

7･6･2 号南通り線 

8･7･１号小柳町通り線 

3･3･28 号末広あけぼの線 

・西口駅前広場の整備 

・東口駅前広場の再整備 

・駐車場の整備 

・本区域の玄関にふさわしい

都市景観の形成に努める 

・住民の憩いの場となるオー

プンスペースの確保に努め

る。 

・文化・シンボル性を有する

拠点の形成に努める 

・都市施設の整備を進め市街

地環境及び防災性の向上に

努める 

・柏駅西口あけ

ぼの地区 

・柏駅西口旭町

地区 

・柏四丁目地区 

・柏駅東口駅前地区 

・末広あけぼの線周

辺地区 

２ 南 柏 地 区 

約 3 2 h a 

 

生活拠点としての商

業・業務機能の充実

強化と魅力ある市街

地環境の形成 

・生活拠点である南柏駅周辺の土地の高度利

用と商業・業務機能の誘導を図る 

・住宅市街地の形成、住宅環境の整備を促進

する 

・都市計画道路の整備 

3･4･13 号南柏光ヶ丘線 

3･4･12 号南柏逆井線 

3･4･21 号上大門向中原線 

 

・生活拠点にふさわしい都市

景観の創出に努める 

・都市基盤施設の整備を進

め、居住環境の向上を図る 

  

３ 北 柏 地 区 

約 8 0 h a 

 

生活拠点として、都

市基盤施設の整備を

進め、商業・業務機

能の充実強化と魅力

ある市街地環境の形

成 

・生活拠点である北柏駅周辺の土地の高度利

用と商業・業務機能の誘導を図る 

・住宅市街地の形成、住宅環境の整備を促進

する 

・用途混在を解消するため、一部の工業系用

途を住宅系用途へ転換を図る 

・都市計画道路の整備 

3･4･37 号根戸花戸原線 

3･4･38 号北柏駅北口線 

3･4･39 号北柏高野台線 

3･4･27 根戸新田宿連寺線 

・北柏駅北口駅前広場の整備 

・生活拠点にふさわしい都市

景観の創出に努める 

・都市基盤施設の整備を進

め、居住環境の向上を図る 

 

 

 

・北柏駅北口土地区

画整理事業地区 

 

―
 
３
 
―
 



 

表２ ２項再開発促進地区の整備又は開発の計画概要（１枚／全２枚） 

番 

号 

地区名称 

（ha） 

地区整備の 

主たる目標 

整備又は開発の計画の概要 

土地利用計画 
建築物の更新の
方針 

施設整備の方針 
再開発推進の条
件整備等の措置
等 

概ね５年以内に実
施予定の事業 

概ね５年以内に

決定又は変更予

定の都市計画 

１ 柏駅東口駅前地区 

約 16.1 ha 

・道路整備と商店

街整備を一体的

に行い、まち全

体にうるおいと

回遊性を回復し

広域商業拠点都

市として、商

業・業務・文化

機能の集積と防

災性の向上、都

心居住の促進を

図ることによる

中心市街地の形

成 

・中心拠点地区のポ

テンシャルに対応

した土地の高度利

用 と 、 商 業 ・ 業

務・文化機能の集

積、都市型住宅の

適 正 な 配 置 に よ

り、中心拠点地区

として活性化を図

る 

・民間活力を積極的

に活用し、建築物

の更新を図り、敷

地及び建築物の共

同化並びに高度

化・不燃化を促進

し、良好な市街地

環境の整備に努め

る 

・総合設計制度やま

ちづくり協定等を

活用し、にぎわい

とうるおいのある

空間創出に努める 

・都市計画道路の整備 

7･5･3 号元町通り線 

7･6･4 号中通り線 

7･6･2 号南通り線 

 8･7･1 号小柳町通り

線 

・柏駅東口駅前広場の

再整備 

 ・柏駅東口駅前再整備

事業 

・柏駅東口駅前広場 

 

２ 

 

末広あけぼの線周

辺地区 

約 8.8 ha 

・幹線道路及び交

通結節点の整備

とあわせ、商

業、業務機能の

集積と防災性の

向上、都心居住

の促進を図るこ

とによる広域生

活拠点の形成 

・交通結節点として

の機能及び既存の

商業・業務機能の

一層の強化と都市

型住宅の適正な配

置、土地の高度利

用を促進し、中心

拠点地区として活

性化を図る 

・民間活力の活用に

より、建築物の共

同化及び高度化・

不燃化を促進し、

あわせて良好な都

市景観を形成する

ため、建築物の規

制・誘導を促進す

る 

・都市計画道路 3･3･28

号末広あけぼの線の

整備 

・重層利用型の柏駅西

口駅前広場の整備 

 ・柏駅西口北地区市街

地再開発事業 

 

・地域地区（用途地

域 、 高 度 利 用 地

区、防火地域） 

・地区計画 

・市街地再開発事業 

・柏駅西口駅前広場 

 

―
 
４
 
―
 



 

表２ ２項再開発促進地区の整備又は開発の計画概要（２枚／全２枚）  

番 

号 

地区名称 

（ha） 

地区整備の 

主たる目標 

整備又は開発の計画の概要 

土地利用計画 
建築物の更新の
方針 

施設整備の方針 
再開発推進の条
件整備等の措置
等 

概ね５年以内に実
施予定の事業 

概ね５年以内に

決定又は変更予

定の都市計画 

３ 北柏駅北口土地区

画整理事業地区 

約 12.3ha 

・旧国鉄貨物跡地

の有効活用を図

り本区域東地域

の地域拠点とし

て複合的な市街

地の形成 

 

・工業系土地利用の

転換を積極的に図

るとともに、駅前

広場及び都市計画

道路などの整備に

あわせ、土地の高

度利用を促進し、

商業･業務機能の集

積と住宅の調和し

た市街地形成を図

る 

・駅前周辺における

拠点商業施設整備 

・良好な都市景観を

形成するため建築

物の規制･誘導等

を促進する 

 

・都市計画道路の整備 

3･4･37 号根戸花戸原線 

3･4･38 号北柏駅北口線 

3･4･39 号北柏高野台線 

・北柏駅北口駅前広場

の整備 

 ・北柏駅北口土地区画

整理事業 

 

・地区計画 

 

 

 

―
 
５
 
―
 



 

 

―
 
６
 
―
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市再開発の方針図 
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S＝1：5,000 

柏駅東口駅前地区 

柏四丁目地区 

都市再開発の方針附図 1.柏駅東口駅前地区【（誘導地区）柏四丁目地区】 

凡  例 

2 項再開発促進地区区域 

誘 導 地 区 

都市計画道路(整備済) 

都市計画道路(未整備) 

市街地開発事業（整備済） 

市街地開発事業(未整備) 

3･4･9 葉山十余二線 

3･4･15 柏駅小堤台線 

3･6･33 東谷台向中原線 

3･4･21 上大門向中原線 

7･6･1 泉町通り線 

7･6･2 南通り線 

柏駅東口Ｄ街区第一地区第一種市街地再開発事業 

8･7･1 小柳町通り線 

柏駅東口Ｅ街区第一地区第一種市街地再開発事業 

3･4･16 柏駅前塚崎線 

7･5･3 元町通り線 

7･6･4 中通り

線 

柏駅東口Ａ街区第一地区第一種市街地再開発事業 

柏駅東口市街地再開発事業 
柏駅東口駅前再整備事業（未整備） 
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0  50  100    200M 

S＝1：5,000 

末広あけぼの線周辺地区 

柏駅西口あけぼの地区 

柏駅西口旭町地区 

都市再開発の方針附図 2.末広あけぼの線周辺地区【（誘導地区）柏駅西口あけぼの地区、柏駅西口旭町地区】 

3･3･28 号末広あけぼの線 

3･4･8 柏国道６号線 

3･5･30 乗馬ヶ谷向中原線 

3･5･29 柏駅西口線 

柏駅西口北地区市街地再開発事業（未整備） 

柏駅西口 B-2 地区第一種市街地再開発事業 

凡  例 

2 項再開発促進地区区域 

誘 導 地 区 

都市計画道路(整備済) 

都市計画道路(未整備) 

市街地開発事業（整備済） 

市街地開発事業(未整備) 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市再開発の方針附図 ３.北柏駅北口土地区画整理事業地区 

0  50  100    200M 

S＝1：5,000 

凡  例 

2 項再開発促進地区区域 

都市計画道路(整備済) 

都市計画道路(未整備) 

公 園 ･ 緑 地 ( 整 備 済 ) 

公 園 ･ 緑 地 ( 未 整 備 ) 

市街地開発事業(未整備) 

3･3･3 北柏駅前線 

3･4･38 北柏駅北口線 

3･4･39 北柏高野台線 

3･4･37 根戸花戸原線 

3･4･27 根戸新田宿連寺線 

3･4･8 柏国道６号線 

北柏駅北口土地区画整理事業（未整備） 

―
 
９
 
―
 


